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「長谷川照子 一反戦活動に一生を捧げたエスペランテ ィス ト」



















10月17日 午後3時 よ り全体の総括 と,今 後の交流のあ り方について議論を行 った。主たる
内容は以下の通 りである。
①今後も両研究所 を母胎 とし,両 大学の学術交流の更なる発展を目指 して双方が努力す る。 この
目的のために,現 行のシンポジウム形式を更に充実せ しむるよう双方は努力する。




(附 記)以 上の内容 については,帰 国後,日 本滞在中の王勇 日本文化研究所所長 と鈴木陽一との
間で協議し,意 見の一致を見たものが含 まれ る。
なお,こ の他、10月17日 には,前 期シンポジウムと平行して,本 学外国語学部教授大里浩秋,同 専












☆本シンポジウムは,両 大学の交流を基礎としなが ら,専 門的なテーマに基づ く独 自の,科 研費の
獲得による学術交流である。両大学の今後の学術交流の一つの方向性を示す ものとして,今 後と
も研究所はこうした活動に協力してい くものである。
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